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東南アジア諸国で環境と健康に関する調査をする過程

で現地の保健・公衆衛生担当者と話をすると，日本とは

保健・医療システムだけでなく，人々の健康に対する概

念や，健康的な生活を送るための行動が，大きく異なる

ことに驚かされます。そして，現在起こっている環境汚

染とそれに起因する健康被害について，日本の過去に起

こった公害の経験からの助言を求められることもしばし

ばあります。残念ながら，過去の公害を直接経験するこ

とのなかった私はその場ですぐには答えられず，それを

経験した先生方にお話を伺ったり過去の論文をさかのぼ

ることにより，初めて日本で行われた取り組みの詳細を

知ることになるのですが。

本号では，今の日本が直面する課題，特に高齢化に付

随する問題にどのように取り組んでいくか，限られた医

療・保健の資源をどのように活用していくかについての

分析結果が示され，貴重な経験が紹介されています。こ

れらの課題は，人口構成や経済状況の異なる他の国々の

ものと重なるところは少ないでしょうが，今後，日本と

同様な課題を抱えた時に，貴重な知見になるのではない

でしょうか。今後はさらに翻訳技術が（人口知能などに

より）発達するでしょうし，言語の違いは，それほど知

見を共有する障壁とはならないでしょう。そうなると，

言語は何であれ，地域の貴重な取り組みを検索できる記

録として残すことが，ますます重要になるのでは，と感

じています。 （上田佳代）


